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　11月９日、市消防本部で、「女性消防団隊発

隊式」が挙行されました。

　今回、９人の女性が消防団員として新たに認

められ、富田林市で初めての女性消防団員とし

て活動することになりました。

　参加した隊員は「災害時には女性にしか分か

らない困りごとがあると思う。そういう面で皆

さんの役に立ちたい」と意気込みを語ってくれ

ました。

■女性消防団隊が誕生しまし■女性消防団隊が誕生しましたた

　11月15日、 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）で、市
ト ピ ッ ク

制施行70周年記念事業「若者のためのシンポジウ

ム　with コロナ社会の若者の居場所を考える」が

開催されました。コロナ 禍 の影響により教育や就職、
か

働き方などさまざまな環境が急激に変化する中、

若者たちが未来のために今何ができるかを話し合

いました。オンラインでの参加も含め、若者たち

は、「物理的距離を取りつつも人と人とのつながり

を大切にしたい」など多くの意見を交わしました。

■若者たちの声を知■若者たちの声を知るる

１６

　11月３日より、市内公共施設やエコール・ロ

ゼで、「富田林まちかどミュージアム」が始まり

ました。同ミュージアムは、市民や学生の皆さ

んが制作した絵画や写真を市内公共施設などに

継続的に展示し、市民の皆さんに気軽に芸術に

親しんでいただくものです。

　展示場所など詳しくは、市ウェブサイト（生

涯学習課のページ）をご覧いただき、ぜひ一度

足を運んでみてください。

■まちかど■まちかどをを彩る彩る芸術たち芸術たち

すばるホールでの展すばるホールでの展示示



１７

「 Ｓ 
エス

 Ｄ 
ディー

 Ｇ  ｓ 未来都市・富田林」
ジー ズ

のロゴマークができました

　本市では、今年7月に「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されたことを

受け、本市発のＳＤＧｓの取り組みを広く知っていただくシンボル

として、「ＳＤＧｓ未来都市・富田林」のロゴマークを作成しました。

　今後、さまざまな場面でロゴマークを活用した普及啓発をし、Ｓ

ＤＧｓ未来都市計画を推進してまいります。

問い合わせ　政策推進課（内線５１５）

ＡＣＴＦＯＡＣＴ ＦＯＲＲ２０３０２０３０！！

　市民や地域の事業者の皆さんと、ＳＤＧｓの

実現に向けて、富田林をフィールドに、「自分た

ちにできること」「みんなで一緒にできること」

を考える機会として、ローカルダイアログとい

う手法のワークショップを開催します。

　ＳＤＧｓに興味がある人、地域のためのアイ

デアをお持ちの人など、ぜひご参加ください。

〈コンセプト〉

　ＳＤＧｓ未来都市・富田林のテーマである「いのち」「かがやき」「ひろがり」

「つながり（マルチパートナーシップ）」を表現するため、富田林寺内町の旧杉山

家住宅のらせん階段から着想を得て、人がつながりあうことで命を育みながら、

ＳＤＧｓ未来都市として富田林市が輝き、広がっていくイメージを込めています。

ローカルダイアログとは

数人のグループでゲーム方式を用いて

地域の課題や資源を出し合い、ダイア

ログ（対話）しながら取り組みアイデ

アを生み出すワークショップです。

①オンライン参加

とき　令和３年１月２０日(水) 、午後６時３０分～９時３０分

※Ｚｏｏｍで実施（インターネット環境と対応機器が必要）。

②会場参加

とき　令和３年１月２４日(日) 、午後１時３０分～４時３０分

ところ　 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）
ト ピ ッ ク

対象者　１６歳以上の市内在住・在勤・在学の人または富田林市出身者

定員　①１０人、②２０人

※参加にあたっての報酬・交通費の支給はありません。

申し込み　１２月２１日(月) までに、市ウェブサイト（政策推進課のページ）の申し込みフォー

ム（右上図のＱＲコードからもアクセスできます）またはEメール、ファクスで、参加希

望、参加方法（①オンラインもしくは②会場）、住所、氏名（フリガナ）、生年月日、電話

番号、参加理由、富田林の印象を明記し、政策推進課〔（内線５１５）・Ｅメールplan@city. 

tondabayashi.lg.jp・鯖(２０)０２００〕へ（申し込み多数の場合抽選）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施方法の変更や中止する場合があります。

申し込みはこちら！

～ＳＤＧｓとこれからの富田林をみんなで語るローカルダイアログ～


